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令和４年（2022年） １２月９日（金）１３時００分 配付

項 目 「豆キュン プロジェクト」参加店舗の募集について

配付資料 募集要項、参加申込書、プロジェクトイメージ図

内容及び １ 概要
報道に当 オホーツク総合振興局では、管内の飲食店・菓子店などの実需者に、管内産
たっての の豆を提供し、メニュー・商品開発を通じて、管内産の豆の魅力を実感（豆キ
お 願 い ュン ）してもらい、開発したメニュー等の販売を通じて、豆好きな（豆キュ

ン ）人を増やしていくことにより、管内産の豆の利用・消費拡大につなげる
「豆キュン プロジェクト」を新たにスタートさせます。
このたび、プロジェクトに参加する店舗を募集しますので、お知らせします。

２ 募集内容【詳細は、別紙「募集要項」参照】
（１）募集する店舗

オホーツク管内の飲食店・菓子店等（５店舗程度）

（２）応募要件
・ オホーツク管内に店舗があること

・ オホーツク産の豆を使ったメニューや商品を開発し、２月下旬から２週間
以上の販売が可能であること

・ 振興局が作成する食レポ動画の取材対応、YouTubeやSNS等を活用した情報
発信に協力いただけること

（３）メニュー及び商品の開発、販売に使用する豆について
管内産の「小豆」、「金時」、「大豆」、「きたロッソ」の４種類

（４）応募期間
令和４年12月９日（金）～26日（月）まで

（５）申込について
令和４年12月26日（月）までに、「豆キュン プロジェクト」特設ＵＲＬ

からダウンロード可能な「参加申込書」を振興局農務課あて提出。
【ＵＲＬ】https://www.okhotsk.pref.hokkaido.lg.jp/ss/num/mamekyun.html

３ プロジェクト協力団体
オホーツクスイーツ推進協議会
※管内の菓子店や関係団体等が連携し、管内産の原材料を使ったオホーツクスイー

ツの販売・魅力発信により、管内産農畜産物の利用・消費拡大を推進する組織

４ 今後のスケジュールについて
令和４年12月９日（金）～26日（月） 参加店舗募集

令和５年１月中旬～２月中旬 メニュー・商品の開発

令和５年２月下旬 振興局記者懇談会にてお披露目

令和５年２月下旬以降 各参加店舗にて販売開始
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オホーツクあぐりテロワール魅力発信事業 「豆キュン💘プロジェクト」参加店舗 募集要項 
 
 オホーツク総合振興局では、「オホーツクあぐりテロワール魅力発信事業」において、オホーツク産の豆をはじめとする

農畜産物の利用・消費拡大、認知度向上に向けた取組を実施しています。 

 今般、「豆キュン💘プロジェクト」と称して、管内の飲食店や菓子店などの実需者に、メニューや商品の開発を通じて、

オホーツク産の豆の魅力を実感（豆キュン💘）してもらい、開発したメニュー等の販売を通じて、豆好き（豆キュン💘）

な人を増やしていくことにより、管内産の豆の利用拡大や消費拡大につなげる取組を実施することとしました。 

 つきましては、本プロジェクトにご賛同いただける実需者の皆様を、次のとおり募集します。 
 
１ プロジェクト概要 

 ・ 管内の飲食店や菓子店などの実需者にオホーツク産の豆を提供し、メニューや商品の開発を通じて、管内産の豆の 

  魅力を実感（豆キュン💘）してもらい、継続的な販売につなげることにより、管内産の豆の利用拡大を図る。 

 ・ 料理のプロである飲食店などに豆メニューや商品を販売してもらうことにより、豆好き（豆キュン💘）な人を増 

  やし、管内産の豆の消費拡大につなげる。 
 
２ 協力 

  オホーツクスイーツ推進協議会 
 
３ 募集店舗 

オホーツク管内の飲食店や菓子店等（５店舗程度） 
 

４ 応募要件 

 ・ オホーツク管内に店舗があること 

 ・ オホーツク産の豆を使ったメニューや商品を開発し、２月下旬から２週間以上の販売が可能であること 

      ※管外産の豆を使った既存メニューや商品の管内産の豆への置き換えでも可。 

   ※メニューや商品の数の上限はなし。 

 ・ 振興局が作成する食レポ動画の取材対応、YouTubeやＳＮＳ等を活用した情報発信に協力いただけること 
  

５ メニュー及び商品の開発、販売に使用する豆について 

 ・ 本プロジェクトで振興局が用意する豆は、管内産の「小豆」、「金時」、「大豆」、「きたロッソ」の４種類。 

   ※「きたロッソ」は、乾燥豆・ゆで豆・あんこの３種類、それ以外の豆は、全て乾燥豆での提供になります。 

 ・ 上記の中から、試作用に最大４種類選択いただき、選択した乾燥豆１種類あたり1kgを無償提供。 

   ※「きたロッソ」のゆで豆、あんこの提供数量については要相談。 

 ・ 試作終了後、実際に販売するメニューや商品へ使う豆を最大２種類選択いただき、選択した乾燥豆１種類あたり 

    10kgを無償提供。 

   ※「きたロッソ」のゆで豆、あんこの提供数量については要相談。 

   ※２週間以上販売するために不足する分については、自己負担いただきます。 
 
６ 応募期間 

令和４年12月9日（金）～26日（月）まで 

※応募多数の場合は、応募内容によって選考させていただく場合がございますのでご了承願います。 
 
７ 申込について 

  令和４年 12月26日（月）までに、別添「参加申込書」に記載の上、下記担当あて提出すること。 
 
８ 今後のスケジュール（予定） 

  令和４年12月９日（金）～26日（月） 参加店舗募集 

  令和５年１月中旬            試作用の豆お届け 

  令和５年１月中旬～２月中旬      メニュー・商品の開発/振興局食レポ取材/販売用の豆お届け 

  令和５年２月下旬           振興局記者懇談会にてお披露目 

  令和５年２月下旬以降         各参加店舗にて販売開始/食レポ動画配信等による各種ＰＲ 
 

【申込先・お問い合わせ先】 

北海道オホーツク総合振興局産業振興部農務課企画係 担当：佐藤 

E-mail：okhotsk.noumu@pref.hokkaido.lg.jp   

TEL：0152-41-0780 FAX：0152-44-0240 



北海道オホーツク総合振興局産業振興部農務課企画係　佐藤　行　 

（FAX：0152-44-0240） 

（E-Mail：okhotsk.noumu@pref.hokkaido.lg.jp) 
 

「豆キュン□プロジェクト」参加申込書【応募締切：12/26】 
 

※試作用で使用したい豆の種類は、最大４種類お選びいただけます。各乾燥豆は 1kg で提 

 　供。きたロッソのゆで豆、あんこの提供数量については、要相談。

 ※販売で使用する豆の種類は、試作後に別途お伺いし、提供させていただきます。

※連絡先の「電話」は、平日９：００～１７：００に連絡がつながりやすい番号を記載願 

　います。

 
店舗名 

（社名等）

 
店舗住所

〒

 

応募された動機

 現在使用されている

オホーツク産や道内

産食材の利用状況 
（※有・無の該当する方

に○を付けてください）

【オホーツク産使用】　有（食材例：　　　　　　　）・　無 

 

【道 内 産 使 用】　有（食材例：　　　　　　　）・　無

 試作用で使用したい 
豆の種類 

（※希望する豆に○を 
付けてください。）

小豆　・　金時　・　大豆　・　 

きたロッソ（ 乾燥豆 or ゆで豆 or あんこ ）

 
試作予定のメニュー 

及び商品

 

ご担当者名

職名 氏名

 

 

連絡先

電話 ＦＡＸ

 E-Mail

 
その他 

ご要望・ご相談



“豆キュン プロジェクト”の仕組み

オホーツク産の豆を使った
メニューや商品の開発を通じて、
管内産の豆の魅力を実感！

＝「豆キュン」

「豆キュン」したお店の
豆メニューや商品を食べて、
豆好きに！

＝「豆キュン」

オホーツク産の豆の利用ＵＰ オホーツク産の豆の消費ＵＰ

実需者（飲食店・菓子店等） 消費者（お店のお客さん）


